
車載型デジタル簡易無線機
取り付けガイド

本書は、IC-DPR1の取り付けガイドです。
本製品を自動車に取り付けるときにご覧ください。
作業をはじめる前に、安全上のご注意を必ずお読みください。

1 取り付けに必要な工具、アンテナ、付属品を準備する

2 本製品を取り付ける場所を決める

本製品を自動車に取り付ける前に、次の工具とアンテナをご用意
ください。
スパナ(またはレンチ)	 ペンチ
プラスドライバー	 はんだごて、はんだ
ドリル(穴を開ける場合)	 かための針金
ビニールテープ、カッターナイフ	 アンテナ★

圧着工具(裸圧着端子、適用サイズ2sq用)
安全上のご注意

安全に取り付けていただくために、
必ずお読みください。

◎  ���お����の��の������の��を��に����お����の��の������の��を��に�
ぎ、製品を安全に正しく取り付けていただくために、��取り付けていただくために、��いただくために、��
ていただきたい注意��を�してい�す。注意��を�してい�す。��を�してい�す。

◎ �の� �の��R�険』��R警告』�R注意』の内容を�く理解してか
ら本文をお読みください。

◎ お読みにな�た�とは、い�で�読める場所���に�� お読みにな�た�とは、い�で�読める場所���に��
してください。

R�険
これを無視して誤った取り扱いをすると「使
用者および周囲の人が、死亡または重傷を負
う危険が差し迫って生じることが想定される
内容」を示しています。

R警告
これを無視して誤った取り扱いをすると「使
用者および周囲の人が、死亡または重傷を負
う可能性が想定される内容」を示しています。

R注意
これを無視して誤った取り扱いをすると「人
が傷害を負う可能性が想定される内容、およ
び物的損害のみの発生が想定される内容」を
示しています。

R�険
◎ 本製品を前方の視界を妨げる場所、運転操作を妨げる場所、

エアバッグ�シートベルトなどの安全装置の働きを妨げる
場所、同乗�に�険をお�ぼす場所には絶対に取り付けない
でください。
　交通事故、けがの原因になります。
◎ 本体お��別売品を取り付ける場合、安全運転に支障がない

�うに(ケーブルなどが絡�らない�うに)配線してください。
　交通事故、けがの原因になります。

R注意
◎  ぬれた手でDC電源ケーブルに絶対触れないでください。
	 感電の原因になることがあります。
◎ �直射日光の当たる場所�ヒーター、クーラーの吹き出し口な

ど、温度変化の激しい場所には設置しないでください。
	 変形、変色、火災、故障の原因になることがあります。
◎ 本製品を取り付けるときに落としたり、強い衝撃を与えたりしな

いでください。
	 	けが、故障の原因になることがあります。
◎�振動が多い場所に設置しないでください。
	 	本製品が落下するなどして、けが、故障の原因になることが
あります。

R警告
◎ �DC電源ケーブルをバッテリーに接続するときは、+(プラス)

と_(マイナス)の極性を間違えない�うに十分注意してくだ
さい。

	 火災、感電、故障の原因になります。
◎ �DC電源ケーブルのヒューズホルダーを絶対に�断しないで

ください。
	 火災、感電、故障の原因になります。
◎ �DC電源ケーブルを傷�けたり、加工したり、無理に曲げた

り、引�張�たり、ねじ�たり、加熱したりしないでください。
	 ショート、火災、感電の原因になります。
◎ �DC電源ケーブルにホコリが付着した��バッテリーに接続

しないでください。
	 火災、感電、故障の原因になります。
◎ �付属のDC電源ケーブル以外は��しないでください。
	 火災、感電、故障の原因になります。

◎ 取り付けには、必ず付属の取り付け�部品をご��ください。
　	付属の取り付け用部品をご使用にならないと、火災、感電、故
障の原因になります。

　	また、取り付け不備により、運転中に本製品がはずれて人に当
たったり、物が破損したりする原因になります。

◎ 取り付けには、パイプ、タンク、電気配線などがないことを確
認し、これらに接触しない�うにしてください。

　火災、感電の原因になります。

下図を参考に、運転に支障がない場所に取り付けてください。に取り付けてください。ください。
※	本製品を前方の視界を妨げる場所、運転操作を妨げる場所、��
アバッグ�シート�ルトなどの����の��を妨げる場�シート�ルトなどの����の��を妨げる場
所、同乗者に危険をおよ�す場所には��に取り付けない�およ�す場所には��に取り付けない��す場所には��に取り付けない�
ください。

※		直射日光が長時間当たる場所��ーター、�ーラーの���当たる場所��ーター、�ーラーの���場所��ーター、�ーラーの���
し口など、温度変化の激しい場所には、��しない�くださには、��しない�くださ��しない�くださしない�くださくださ
い。

※		本製品を取り付ける前に、�イ���ンの取り�しを�ずごを取り付ける前に、�イ���ンの取り�しを�ずご取り付ける前に、�イ���ンの取り�しを�ずごる前に、�イ���ンの取り�しを�ずご�イ���ンの取り�しを�ずご取り�しを�ずご
確認ください。

マイクロホン/本体の設置例

無線機本体

無線機本体

無線機本体

マイクロホン

別売品の�イ���ン延長ケーブル(OPC-647)をお使いにな
ると、無線機本体をシートの下などに����ます。。

別売品のマイクロホン延長ケーブル(OPC-647)を��した場
合のマイクロホン/無線機本体の設置例

マイクロホン

マイクロホン延長ケーブル
無線機本体

バッテリー
DC電源ケーブル
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3 圧着端子とDC電源ケーブルを接続する

q w

e

約5mm

はんだ付け圧着(かしめる)

q		DC電源ケーブルの外被を取り除�ます。
	 ※	コネ�ターが接続されていない側の長さ約5mmの位�

に、カッターナイフなど�切り込みを入れて、外被を取り
除いてください。

	 ※内部の銅線に傷がつかないようにご注意ください。
w		付属の圧着端子に銅線を挿入します。
e		圧着端子に適合した圧着工具�圧着(かしめる)します。
	 または、圧着端子とDC電源ケーブルをはんだ付けします。

★	ご使用いただけるアンテナは、技術基準適合証明�登録され
たものに限定されます。

　同梱の｢IC-DPR1用アンテナについて｣を参考にしてください。

◎ 車両の板金部に沿�てDC電源ケーブルを通す場合、�護�
テープを巻くことをおすすめし�す。

　	DC電源ケーブルと板金部がこすれると、外被が破れ、ショー
トの原因となることがあります。

◎ 本製品を自動車に取り付けた�と、本製品の電源をONにし
た状態で、車のブレーキランプ、ヘッドライト、ウインカー、ワ
イパーなどが正常に動作することを確認してください。

◎ �アンテナの同軸ケーブルからは電波がふく射されるの�、コ
ンピューター (コント�ールユニット)およびハーネスから遠
ざけ、ハーネスと交差する場合は、ハーネスと直角になるよ
うに取り付けてください。

◎ �車のコンピューター (コント�ールユニット)に影響をおよ�
さないように、無線機、アンテナ、同軸ケーブルなどは次のよ
うな電波障害留意機器より20cm以上はなして取り付けて
ください。

　lエンジン関係 ： ECI/燃料噴射装置/エンジンコントロール
ユニット(ガソリン車)、グローコントロール
ユニット(ディーゼル車)

　lトランスミッション関係
   ： 電子制御式変速機/4WDコントロールユ

ニット
　lその他 ： ECS/EPS/ABS/ETACS/フ ル オ ー ト

エアコン/オートヒーターコントロールユ
ニット/Gセンサー

車載時の設置に�いて

q		DC電源ケーブル電源ケーブル	··································································· 1
w		�イ���ン�イ���ン	········································································· 1
e		�ービルブラケット�ービルブラケット	···························································1��
r		�備�ューズ(125��5�)�備�ューズ(125��5�)(125��5�)	··················································· 2
t	�イ�ハン·ー (取り付けネ·付�)�イ�ハン·ー (取り付けネ·付�)	··································· 1
y	DC電源ケーブル用圧着端子DC電源ケーブル用圧着端子	················································ 2
取り付け·イド(本書)	 保証書
取扱説明書	 愛用者カード
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4 DC電源ケーブルを車内に引き込む

5 アンテナ基台を取り付け、同軸ケーブルを車内に引き込む

7 本製品を設置する

9 バッテリーとDC電源ケーブルを接続する

8 マイクハンガーを取り付け、本製品にマイクロホンを接続する

針金
ビニール
テープ

DC電源
ケーブル

グロメット

かための針金

12V/24V
バッテリー

赤色 黒色

バッテリーとDC電源ケーブ
ルを接続するときは、ご使用
になるバッテリーの取扱説明
書も併せてご覧ください

バッテリーとDC電源ケーブルの接続例

ヒューズホルダーを切断して
接続しないでください

赤色黒色

12V/24V
バッテリー

DC電源ケーブル

R警告【DC電源ケーブルに�いて】

◎�DC電源ケーブルを接続するときは、+(プラス)と_(マイ
ナス)の極性を間違えない�うに十分注意してください。

◎	DC電源ケーブルのヒューズホルダーを絶対に�断しない
でください。

◎	DC電源ケーブルを傷�けたり、加工したり、無理に曲げた
り、引�張�たり、ねじ�たり、加熱しないでください。

◎	DC電源ケーブルが傷�いている場合�、接続がゆるい場合
は��しないでください。

[取りはずすとき]
レバーを図のように押し上
げながら、本製品を手前に
スライドさせて取りはずしま
す

レバー
タッピングネジ
を使用する場合

平ワッシャー

スプリングワッシャー

ガイド

ナット

平ワッシャー

スプリング
ワッシャー

車載ブラケット

6 本製品にDC電源ケーブル、同軸ケーブルを接続する

本製品の性能は、使用するアンテナの��によって��く��の性能は、使用するアンテナの��によって��く��
されます。
目的に合ったアンテナを、正しい状態�使用することがアンテ
ナの効率を上げることになります。
q	アンテナ基台にアンテナを取り付け、�図を参考に自動車に
アンテナ基台を取り付けます。

w	同軸ケーブルは、同乗者が�を�っ�けないように�線しては、同乗者が�を�っ�けないように�線して
ください。
※	視界をさえぎるような場所�、運転に支障を�たす場所に
は、��に取り付けない�ください。。

※	アンテナの取り付けは、��運�車�の保�基準に基�いて、��運�車�の保�基準に基�いて��運�車�の保�基準に基�いていて
��してください。。
	保�基準については、��交通�または�運�にお�い合�保�基準については、��交通�または�運�にお�い合�ついては、��交通�または�運�にお�い合���交通�または�運�にお�い合�または�運�にお�い合�は�運�にお�い合�にお�い合�お�い合�
せください。ください。

※	�線したあと、同軸ケーブルの上から、テープなどを貼り付
けて固定しておくことをおすすめします。
※	同軸ケーブルの��込み口から、雨水が入らないようにご注
意ください。

DC電源ケーブルは赤色が+(プラス側)、黒色が_(�イナス側)
になっていますの�、間違えないようにバッテリー端子に取り
付けます。

かための針金を�ン·ンルームからグ�メットを貫通させて車
内に��込みます。
針金にDC電源ケーブルを�ませ、針金の�端をペンチなど���ませ、針金の�端をペンチなど��、針金の�端をペンチなど��
げ、テープを巻いて車内���込みます。車内���込みます。���込みます。
※	DC電源ケーブルを車内���込んだ時��は、DC電源ケー車内���込んだ時��は、DC電源ケー���込んだ時��は、DC電源ケーんだ時��は、DC電源ケーDC電源ケー
ブルをバッテリーに接続しない�ください。バッテリーに接続しない�ください。
※	車内にDC電源ケーブルを��込�と�に、グ�メット部の�DC電源ケーブルを��込�と�に、グ�メット部の���込�と�に、グ�メット部の�
かの�線を傷つけないようにご注意ください。

q

e
r

w

無線機本体

DC電源ケーブル

DC電源接続端子

アンテナコネクター

同軸ケーブル

付属のネ·、スプリングワッシャー、平ワッシャー、ナットを使
用して、しっかりと固定��る場所に車載ブラケットを取り付
けます。
q	車載ブラケットの取り付け位�を決めて、3ヵ所に取り付け
穴(直径6mm)をあけます。
※	タッピングネ·を使用する場合は、�要に応じて適当な下
穴をあけてください。

w	ネ·をスプリングワッシャー、�ービルブラケット、取り付け
穴の順番に通します。

e	取り付け穴を挟�ようにして、平ワッシャーをネ·に通し、そ
の上からナットを取り付けます。
	ナットをスパナなど�固定しながら、ネ·をプラスドライ
バー�締めてください。
※タッピングネ·を使用する場合は、ナットを使用しません。

r	本製品の�側にある溝を車載ブラケットの·イドに合�せ、
�図�示す方向に本製品をスライドさせます。
l�車載ブラケットの奥に突�当たると、「カチッ」と音が鳴り
ます。

Ciga

シガレットライターから電源を取っても電流容量が足り
ません。
また、容量が足りても、ノイズが出る原因になります。

【電源接続時のご注意】

付属の車載ブラケットに無線機本体を取り付ける前に、本製品本体を取り付ける前に、本製品を取り付ける前に、本製品
後面のDC電源接続端子にDC電源ケーブルを、アンテナコネ�
ターに同軸ケーブルを接続します。
※	奥ま�しっかりと差し込ん�、�るまないように取り付けて奥ま�しっかりと差し込ん�、�るまないように取り付けて
ください。

マイクロホン

マイク
フック

マイク
ハンガー

q	�イ�ハン·ーの取り付け位�を決めて、2ヵ所に取り付け
穴を開けます。

w	付属のネ·を使用して、�イ�ハン·ーを取り付けます。
e	本製品前面の�イ�·ャッ�に�イ���ンを接続します。
　※「カチッ」と鳴るま�差し込ん�ください。

q	ルーフサイド型	 e	トラン�リッド型
w	ルーフトップ型	 r	バンパー型
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